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市内在住か在勤の人が対象　 ▼見学日　5月26日㈯　 ▼申し込み　3月26日㈪から石井食品㈱のホームページ
のみで受け付け。コード番号「476518」で申し込みください　 ▼問い合わせ　同社工場見学担当者 774-6769

石井食品工場見学
八千代市オリジナルツアー

　
一
首
目
、
整
備
さ
れ
て
広
く
な
っ
た
空
間
は
風
が
通
り
安
い
。

「
し
ら
じ
ら
」
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
白
さ
と
冷
た
い
質
感
だ

け
で
な
く
、
師
走
の
風
の
身
に
沁
み
る
寒
さ
を
い
や
増
す
感
覚
が
出
て
い

る
。
二
首
目
、
白
内
障
の
手
術
後
、
ま
ず
小
さ
な
字
を
見
て
試
す
の
は
皆 

す
る
だ
ろ
う
が
、「
文
庫
本
」「
吹
き
出
し
」が
面
白
い
。
結
句
は「
右
目
」と
か

「
両
目
」に
。
三
首
目
、
北
海
道
や
沖
縄
の
人
は
本
州
等
を「
内
地
」と
呼
ん

だ
。
こ
の
歌
の
雰
囲
気
か
ら
北
海
道
の
人
と
想
像
さ
れ
る
。
切
な
い
気
持
ち

で
飲
む
コ
ー
ラ
の
味
が
馴
染
め
な
か
っ
た
ら
結
句
で
具
体
的
に
言
お
う
。
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ゆ
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地域交流の拠点を目指して
「高津笑店」がオープン

いざというときに備えて「一日赤十字」

世界の音楽を楽しもう「多文化交流in八千代2018」

市ホームページを
リニューアルします

　２月17日、高津団地中央商店街の空き店舗を活用
した「高津笑店」がオープンしました。昔は賑

にぎ
やか

だった商店街もシャッターが閉まっている店が増え
ています。この現状から団地を活性化させるため、
市とUR都市機構が昨年９月に締結した包括協定に
基づき，この事業は実現しました。地域の人たちと
楽しく交流する場所として、月に１回ギャラリーを
開いて小・中学生の作品を展示していきます。
　「高津笑店」という名前は、高津小学校の児童が
中心となって決めたもの。イメージキャラクターの
「まねくん」も発表されました。
　オープニングセレモニーでは、高津小学校ひまわ

り学級の児童によるハンドベル演奏や高津中学校合
唱部の歌声が響きました。司会をした小学生の元気
な掛け声と共にオープンしたギャラリー。ずらりと
並んだ近隣小・中学生の絵や作品が、訪れた多くの
人の目を楽しませていました。

　２月10日、福祉センターで「一日赤十字」が行われました。いつ起
こるかわからない災害に備えて、防災や救急法の知識を多くの人に知
ってもらうため、八千代市赤十字奉仕団が企画したものです。
　心肺蘇生法やＡＥＤの講習をはじめ、身の回りにあるものから防災
用品を作る体験では、ごみ袋や風呂敷を使ってカッパとリュックを作
りました。また、災害時調理器具の大きな鍋で炊き出しも行いました。
米と水を入れた炊飯袋とレト
ルトカレーをどんどん入れて
いきます。この鍋を使えば、
100食分の炊飯袋を調理する
のにかかる時間はわずか30分
ほどです。研がずに最小限の
水だけで米が炊き上がってい
くのには、参加者もびっくり
していました。

　音楽や踊りを通じて、さまざまな国の文化への理解を深めるため、２月
12日に郷土博物館で「多文化交流2018in八千代」が行われました。
　秀明大学に通うベトナム人留学生は、竹を使った伝統楽器「サオ」の演
奏と国花ハスをあしらった衣装の民俗舞踊を披露。ペルーとブラジルの演

奏では、「コンドルは飛んでゆく」「ベサ
メムーチョ」などの日本でも馴染みのあ
る曲が演奏され、参加者からアンコー
ルの声が上がりました。
　音楽は国境を越えて人々の心をつな
ぐもの。華やかな踊りや伝統ある楽器
の演奏に、その国の歴史や文化を感じ
ることができました。

　３月26日㈪から市ホームペー
ジのトップページをリニューア
ルします。誰でも利用しやすい
ように、見やすい色使いや文字
サイズ拡大などに対応しました。
　市の観光や時期に合ったイベ
ントが一目で分かるよう写真を
スライドで表示します。サイト
内検索に使用する検索窓を大き
く分かりやすくするほか、検索
数の多い言葉を「よく検索され
るキーワード」に表示し、クリ
ックするとその記事へリンクす
るようになります。

　「読書教育に役立ててください」
と、小泉俊雄様、英子様から図書
160冊の寄附をいただきました。
各小・中学校、図書館、公民館図
書コーナーで活用させていただい
ています。

▲

入
口
の
壁
に
使
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さ
れ
て
い
る
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、
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か
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ま
し
た

▲平和と女性の持つ優しさをイメージし
　たベトナムの民俗舞踊

●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。受け付けは、土
曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時（午後４時～５時は

483-1151へ）。市内在住の人が対象です。企業・営利団体の利用
はできません。

【あげます】 ▼学習机（いす付き）　 ▼スポーツタイプ自転車（27イン
チ・男性向け）

【ゆずります・有料】 ▼電気こたつ／75㎝×75㎝×高さ35㎝　 ▼ドラ
イブレコーダー（未使用）　 ▼和胡弓（道具一式付）／２棹

さ お

※１棹は修
理が必要　 ▼ポータブルトイレ（新品）　 ▼大人用オムツとシート

◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーもご利用ください。
市ホームページでも紹介しています。

ありがとうございました
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▲大きな鍋の名前は煮炊きレンジ。参加者は熱心
　に使い方の説明を聞いていました ▲シンプルで見やすくなりました

▲まねくん


